
 ２０１４年２月７日 

 

竜巻被害を受けた埼玉県越谷市へ自然災害用防災ガラスを寄贈 

～突風で割れても飛散しないガラスで避難所の安全を確保～ 

 

 

ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、２０１３年９月に竜巻によ

る甚大な被害を受けた埼玉県越谷市への支援活動として、地震や突風、台風などの自然災害

発生時に効果のある防災ガラスを寄贈しました。寄贈先である同市指定避難場所の南越谷小

学校体育館の窓ガラス約１４３㎡すべてが防災ガラスに交換され、自然災害時の安全性が高

まりました。 

 

防災ガラスは、「合わせガラス」と呼ばれる構造になっており、地震や台風、突風でガラ

スが割れた際に、破片が飛び散るのを防ぐため、児童や避難者をガラスの破片によるケガ等

から守ることができます。 

内閣府の「竜巻等突風対策局長級会議」報告やパンフレット「竜巻から身を守ろう！」で

も合わせガラスが有効な対策として紹介されており、学校などの指定避難所の窓に使用する

ことで、万一の自然災害時にも安全・安心を確保することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＧＣでは全国指定避難場所の安全対策普及を目的として防災ガラスを寄贈する「ガラス

パワーキャンペーン」を２００５年１０月から実施しており、越谷市への寄贈が３５か所目

となります。 

 

ＡＧＣは、今後も、安全・安心につながる防災ガラスの普及推進に努め、地域防災活動を

支援していきます。 

以 上 
 
◎本件に関するお問い合わせ先：   旭硝子（株）広報・ＩＲ室長 小林 純一 
 （担当：高橋 ＴＥＬ：０３－３２１８－５６０３ Ｅ-mail：info-pr@agc.com） 
◎ガラスパワーキャンペーン事務局  http://www.glasspower.jp/ 
 （ＴＥＬ：０３－３２１８－７７６２ E-mail：glass-power@agc.com） 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

割れ方の違い 

物があたっても 
割れ落ちにくい 

物があたった跡 
（破片が飛散しにくい） 

割れたガラスの破片 物があたると割れて
貫通しやすい 

1 
 

mailto:info-pr@agc.com
mailto:glass-power@agc.com


 
 
【ご参考】 

防災ガラスについて 

今回寄贈する防災ガラスは、2 枚のガラスと特殊フィルムを熱

圧着した製品です。以下のような特徴があることから、地震や

台風などの災害発生時にも避難所を安全に保ち、またガラスに

よる二次災害を防止します。 
 
・物がぶつかってもガラスが割れ落ちにくい 

・割れたガラスによる大きな怪我が防げる 

・穴が開きにくいのでガラスが破損しても雨風が防げる 

 
・内閣府防災情報のページ 

  竜巻等突風対策局長級会議報告（平成 25年 12月 26日（木）公表） 

   http://www.bousai.go.jp/fusuigai/tatsumakikyokucho/h25.html 

・パンフレット「竜巻から身を守ろう！」（内閣府・気象庁） 

   http://www.bousai.go.jp/fusuigai/tatsumakikyokucho/pdf/h25-t/tatsumaki2.pdf 

 

 

以  上 
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